
【優勝】 レオマ高原ゴルフ倶楽部 366S

CAPTAIN 元下　国広 V-CAPTAIN 田岡　和史

登録選手 古林　敬介 西谷　英昭 近藤　克久 三好謙一郎

三好　　猛 栗林　　良 大西　義泰 森　　健太

【2位】 松山国際ゴルフ倶楽部 370S

CAPTAIN 栗田　功一 V-CAPTAIN 篠田　丈次

登録選手

松下　　太 宇都宮真介

芳野　大都 石原　拓也

濱邉　　玲 久保　　崇

相原　秀敏 玉木　哲夫

【3位】 道後ゴルフ倶楽部 370S

CAPTAIN 越智　通秀 V-CAPTAIN 高須賀 幹由

登録選手 宮内信太郎 太　　亨哲 渡邊　将憲 増田　康平

福永　琢磨 高市　裕気

SGUSHIKOKU GOLF UNION

昨年、県大会で1位通過したものの四国決勝大会では選手の中にコロナ感染者が出た為、

出場を断念するという苦渋の決断を選択せざるを得なかったチームが見事そのうっぷんを晴らし

2度目の優勝を果たした。アンダーパーの選手がいない中での優勝は、選手一人一人が手堅

くスコアをまとめていった結果であり、これこそがまさにチームワークの勝利だ。最後は会場に応援

に駆け付けた楠本理事長夫妻をまじえてその喜びを分かち合った。

このところその実力が大きく変貌を遂げた

チームだ。それは平均年齢20代の若手

選手3名の活躍によることが大きい。加え

てベテラン実力者が若手を引っ張っていく

と言うチームとして理想的な構図が出来

上がってきた。今回こそ初優勝は逃したも

のの今後の活躍に期待したい。

惜しくも3度目の優勝は逃したものの、こ

のチームの安定感はさすがだ。年齢で言

えばベテランとまではいかないが中堅どころ

の実力者を揃え長年クラブ対抗では常に

優勝候補の一角を担ってきた。このチーム

の活躍はまだまだ続きそうだ。

第42回四国クラブ対抗決勝競技　入賞チーム


